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１．研究計画の概要 
 本研究では、教員養成カリキュラムにおけ
る「いのち」の教育について、国内外の文献
調査、学生等に対する意識調査等をてがかり
に教育内容を構造化する。また、その結果に
基づいてシラバスを作成し、教員養成系学部
に学ぶ学生を対象として、試行的に「いのち」
の教育を実践する。その中で複数の教授法を
試み、受講生の授業評価・感想等を分析する
ことによって、有効性を検証する。 
 
２．研究の進捗状況 
まず、関連する国内外の文献を収集・分析

し、教員養成カリキュラムのあり方に関する
共通理解を深めた。また、教員養成系大学・
学部のＷｅｂサイトで公開されているシラ
バスを用いて、教員養成カリキュラム全体を
通して「いのち」に関わる授業がどのように
開講されているのか、データを収集した。公
開されていない一部の大学・学部のシラバス
については、入手できる範囲において冊子を
取り寄せ、同様の観点で調査した。関連する
キーワードとして「生」「性」「死」「いのち
（命・生命）」を設定し、これに基づいて検
索を行った。その結果、ヒットした授業の多
くは、理科教育（生物）や保健体育の専門科
目であり、「いのち」の教育に直接関わると
考えられる授業はほとんど開講されていな
いことが確認された。 

また、国内外の文献調査、研究２年次に実
践した大学院および学部における「いのち」
にかかわる授業とその評価分析を踏まえ、継
続した調査活動および授業実践を行った。 

授業では、グループディスカッションやイ
メージマップの作成、二人一組で虐待の相談

場面についてのロールプレイ、一人称の死を
テーマニしたグループワーク、中学生向けの
授業内容の模擬体験等のほか、ゲスト講師に
よる多様な教授法を試行した。ドラマや音楽
など、受講生にとって身近な教材だけでなく、
児童文学作品（詩・物語）も受講生の関心を
高めるのに役立った。 
 調査活動としては、「いのち」の教育につ
いて広く意見を求めるため、終末期医療にた
ずさわっている医療者、児童相談所等の医
療・福祉関連施設の職員を対象にしたヒアリ
ング調査、および中学校教育現場において
「いのち」の教育を実践してきた教育者を対
象としたインタビューを実施した。 

その結果、医療者の視点として受容的態度
でのカウンセリングが重要であること、その
際、共感的コミュニケーションが求められる
ことが明らかとなった。これらは、教育現場
においても重視されるべきものであった。 
 
３．現在までの達成度 
○概ね順調に進展している。 
 当初、研究期間を二分割し、前半の二年で
教育内容の構造化を、後半の二年で教授法の
検討を実施する計画であった。現在までのと
ころ、それぞれの内容を分割せず、同時並行
的に実施している。予算の都合上、調査の規
模や対象は縮小せざるを得なかったが、デー
タコストを考慮して効率的に実施している。 
 最終年度は、それらを総括できるようにま
とめるとともに、複数回の授業実践によって、
教員養成カリキュラムにおける「いのち」の
教育のあり方をシラバスの形で提案したい
と考える。 
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４．今後の研究の推進方策 

今後は、昨年度に引き続き教員養成カリキ

ュラムにおける「いのち」に関わる授業を試

行的に実践・省察・評価し、その有効性を検

討する予定である。 

また、小中高の教員等を対象とした意識調

査を実施し、教員養成カリキュラムにおける

「いのち」の教育内容について総括する。そ

の際、試行的に実践する授業の受講生に対し

ても同様の項目で調査を実施し、それらの結

果に基づいて最終的なシラバスを作成する。 

 具体的には、以下の通りである。 

 

(1) シラバスの再検討と試行的授業の実施 

 昨年度実施した試行的な授業を精査し、シ

ラバスを再検討して授業を実施する。授業は

、前期および後期に実施し、学部生ならびに

大学院生を対象とする。授業には「いのち」

の教育実践をゲスト講師として招き、受講生

とディスカッションする機会も設定する。 

 

(2) 授業の記録と振り返り 

 授業の様子を記録し、後日省察する。授業

は可能な限り公開し、他者からの客観的な評

価が得られるようにする。授業後に検討会を

持ち、授業の評価をおこなう。 

 また、授業記録とともに、受講生を対象と

した授業評価調査を実施する。また、最後に

授業全体を通した考察をレポートしてもら

い、その記述内容から授業目標の達成度を確

認する。 

 

(3) 教員等に対する意識調査の実施 

 養護教諭、家庭科教諭、保健体育教諭、学

生を対象に、教員養成カリキュラムにおける

「いのち」の教育内容に関する意識調査を実

施する。 

 

(4) 教員養成カリキュラムにおける「いのち

」の教育のシラバス作成 

研究全体を総括し、教員養成カリキュラム

で展開すべき「いのち」の教育についてシラ

バスを提案する。 
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